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行動記録装置

アトラクション会場、イベント会場、博物館、店舗などにお
ける人物やロボットの行動記録

アトラクション会場、イベント会場、博物館、店舗などにおける人物やロボットの行動
を記録する際に必要とするメモリの容量を低減する。

本発明によれば、人物やロボットの必要な時の必要な行動のみを記録するので、行
動記録のための記録容量の低減を図ることができる。

センサ情報を取得するアトラクション会場、イベント会場、博物館、店舗などの環境２
００に居る人間A、B、Cやロボット１２の行動を環境２００下に配置されたタグリーダや
マイク、或いはカメラなどの各種のセンサで記録するもので、それらのセンサからの
検出信号に基づいてその検出信号の記録を開始するかどうかを判断し、記録開始と
判断したときは各センサの検出範囲にロボットか人物が居るかどうかを判断し、居る
と判断した時、その検出範囲をカバーしているセンサの検出信号の記録を開始す
る。


